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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 最近の業績動向を踏まえ、単体については平成 20 年 5 月 16 日の前期決算短信発表時に公表

した平成 21 年 3 月期（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日）の個別業績予想を、連結に

ついては平成 21 年 2 月 13 日の第 3 四半期決算発表時に公表した平成 21 年 3 月期（平成 20

年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日）業績予想を、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせい

たします。 

 

1. 平成 21 年 3 月期の個別業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 

【単体】            （金額の単位：百万円） 

 
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 （Ａ） ２００，０００ ８，６００ ９，０００ ８，７００ 177 円 39 銭

今回修正予想 （Ｂ） ２０４，９４４ ７３４ １０，１６４ ９，４３５ 197 円 04 銭

増  減  額  （Ｂ－Ａ） ＋４，９４４ △７，８６５ ＋１，１６４ ＋７３５ － 

増  減  率   （％） ＋２．５％ △９１．５％ ＋１２．９％ ＋８．５％ － 

 

【修正理由（単体）】 

当社（単体）は、平成 20 年 5 月 16 日開催の取締役会にて株式会社マツモトキヨシの仕入れ

事業を当社に会社分割により移管する決議を行い、平成 20 年 6 月 27 日開催の当社株主総

会での本移管に伴う定款変更の承認を得た上で、平成 20 年 7 月 1 日より仕入れ事業を行い、

グループ各社に販売しております。このことにより、純粋持株会社から事業持株会社になりまし

た。これに伴い、関係会社からの受取配当金について、当初、営業収益での計上を想定して

いたものが、営業外収益にて計上することとなり、営業利益が前回予想数値に対して変更の必

要が生じました。営業収益については前回予想数値に対し、この受取配当金に関わる営業収

益が減少したものの、関係会社への商品売上高等が増加したことにより、総額で上回ることと

なりました。 



また、その他営業収入が前回予想に対して増加したこと等から、経常利益、当期純利益も前

回予想数値を上回ることとなりました。 

当単体の業績予想の修正が平成 21 年 3 月期の連結業績に与える影響は軽微であります。 

 

2. 通期の連結業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 

【連結】 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 （Ａ） ４０３，０００ １６，０００ １７，２００ ７，８００ 159 円 04 銭

今回修正予想 （Ｂ） ３９２，２６８ １６，３２４ １７，９８９ ７，７２８ 161 円 50 銭

増  減  額  （Ｂ－Ａ） △１０，７３１ ＋３２４ ＋７８９ △７１ － 

増  減  率   （％） △２．７％ ＋２．０％ ＋４．６％ △０．９％ － 

 

【修正理由（連結）】 

 当連結会計年度においては、新規出店についてその採算性確保をより慎重に行った結果、

予想出店数を下回ることとなり、また一方で今後の成長に向け、不採算店の閉鎖を行ってきま

した。このことにより売上高は前回予想数値を下回ることとなりました。 

売上総利益は、特定検診の導入により引き続き関心度の高い生活習慣病関連の漢方薬や

バランス栄養食関連などの展開を強化すると共に、新商品の拡販による生活改善薬の大幅な

伸長／顧客支持の高いカウンセリング型化粧品の構成比拡大などにより改善し、更に、広告

宣伝費の抑制、ロイヤルカスタマー醸成に向けた販促施策への変更等により販売費及び一般

管理費の削減に努めてまいりました。その結果、営業利益、経常利益は前回予想数値を上回

ることとなりました。 

その一方で特別損失の増加により、当期純利益は前回予想数値を若干下回ることとなりまし

た。 

 


